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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 オウトウ「佐藤錦」における平棚栽培は、慣行栽培に比較して果実品質が向上し、収穫時の省力化が
図られることが明らかとなった。

(1)
平棚栽培は、地上130cmで主幹を二分し、高さ180cmの棚に二本主枝で整枝した。側枝は主枝の
両側に肋骨状に配置した。植栽距離は７×７ｍ(20本／10a)とした（図１）。

(2)
平棚栽培は、慣行栽培に比較して樹形形成に時間を要するため、初期収量は少ないが、８年生
になると同等の収量となった（図２、表１）。また、着色等外観の向上により、商品性が向上した
（表２）。

(3) 平棚栽培は、作業効率が良いため、収穫時にかかる作業時間は慣行に比較して２割程度削減で
きた（表３）。

(4) 平棚栽培は、５年生頃までは樹形形成のためにせん定量が多い（特に、夏季せん定）が、以降の
せん定量は少なく、せん定作業も単純であった（図３）。

(5) 樹形改善により変則主幹形の９年生樹を平棚栽培に移行した場合、３年間は収量が減少する
が、５年目以降は慣行を上回る収量となり、果実の大きさ、商品性も向上した（表４）。

(6)
平棚栽培の主枝は、長さが4.5ｍ程度、結果部長が３ｍ程度、側枝本数が17～18本、側枝間隔
（片側）が35～40cmであった（表５）。側枝の長さは１～1.5ｍを中心に長いものは３ｍ以上に達し、
これらの側枝は長いものほど収量が多かった（表６、図４）。

(7)
以上の実績から成木時の果実生産を推定すると、オウトウ「佐藤錦」の平棚栽培は、樹冠が拡大
すれば10ａ当たり１ｔ程度の生産が可能と考えられた（表７）。

２期待される効果

  平棚栽培の導入により果実の生産性が向上し、栽培の省力化が図られる。これにより、担い手農家
の規模拡大や労働力の有効利用が図られ、産地の維持・発展につながる。また、脚立を使用しないで
収穫できるので、観光果樹園などでは集客力が向上し、高いＰＲ効果が期待される。 
平棚栽培は樹高が低いことから、高さ４ｍ程度（慣行は５ｍ以上）の雨除け施設の利用が可能であり、
被覆作業の危険性が減少する。

３適用範囲

 適用範囲 県内全域（積雪の多い地帯を除く）

４普及上の留意点

(1)
樹形形成期には、樹冠の早期拡大につとめるとともに摘心や夏季せん定の活用により樹形の乱れ
を防ぐ。

(2) 結果部が低いため、遅霜の害を受けやすいので、防霜対策を徹底する。
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